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CULTIBASE: おはようございます！本日はご参加いただきありがとうございます。まもなく10時より開始となりますので、もう少々お待ちください。
hiroaki ajisaka: おはようございます！
和美 野口: おはようございます！ 本日もよろしくお願いします。
晋一郎 林: おはようございます！よろしくお願いします。
知代 遠近: 今日もどうぞよろしくお願いします！
ソフィー 米田美香子: こんにちは！
真哉 高橋: よろしくお願いいたします！
Hayahiko Okugawa: おはようございます！よろしくお願いします！

CULTIBASE:
▼ハッシュタグはこちら 
#CULTIBASELab

CULTIBASE:
▼チェックインテーマ 
Q.「中動態」って聞いたことありましたか？※宛先を「全員」に変更の上、お気軽に発信してみてください！

ソフィー 米田美香子: 聞いたことはありますが、詳細はわかってないです～

タカアキ シブヤ:
中動態と聞いて思い浮かぶもの 
國分功一郎さん

晋一郎 林: 言葉だけは聞いたことがありましたが、忘れちゃいました。
真哉 高橋: 聞いた事はありますが詳しく分かってないです
Atsuro NAKANO: 國分さんの本を読んで知りました
ken takayanagi: 聴いたことあります。捉え方には苦労している感じです。
和美 野口: 國分功一郎さんの本は読んでみました・・・が。
KAZUHIRO ONISHI: 「聞いたことがある」レベルです
Yoshihito KUMAGAI: MIMIGURIさんで『中動態の世界』が流行っていると聞いて読みました　が、分かったような分かっていないような・・・という感じです
ソフィー 米田美香子: 「ひまりん」いいですよね～
Hayahiko Okugawa: 聞いたことはあります。アブダクションが関連キーワードという感じでしょうか。
聡子 酒井: 色々な方から聞いたことはありますが、自分で説明はできないです。
RYOTA FUJINO: design Radioで聞いただけですw
Hayahiko Okugawa: ひまりん、僕も読んでいる途中です…w
知代 遠近: CULTIBASELabでときどき出てくるフレーズなので、気になっていました。
hiroaki ajisaka: MIMIGURI以外では哲学の文脈で触れた事がありますねー
yasuhiro muraji: 聞いてきたぐらいです

N IMAI: 最近聞く➾国分先生・・でも、なんかいろいろ使い方がおいろいろで…わからないんです。
順 南原: 今回初めて聞きました・
博一 山田: 今調査していることで、見てます！
nobuyoshi wataki: MIMIGURI以外で聞いたことないです...
Taro Yasuma: 私のチームで最も熱いテーマです！！楽しみです！！！
hiroaki ajisaka: ルールと自由の関係性に似てる気がするなー

CULTIBASE:
中動態の世界 意志と責任の考古学 (シリーズ ケアをひらく) | 國分功一郎 
https://www.amazon.co.jp/dp/4260031570

CULTIBASE:
はじめてのスピノザ 自由へのエチカ (講談社現代新書) | 國分 功一郎 
https://www.amazon.co.jp/dp/4065215846

amano satoshi: 縁起ですね。
和美 野口: ABC理論にも通じるかな。
Atsuro NAKANO: 人は変えられないけど、環境は変えられる
ソフィー 米田美香子: ボタンがあると押したくなってしまうのもそうかな
Hayahiko Okugawa: ナッジとかも似たようなものですね
RYOTA FUJINO: 内側にやってくる。というのがイメージしやすいですね。自分の状況が整った時にやってくる感じなのかな・・・
Yoshihito KUMAGAI: このあたり、『目的への抵抗』での「目的」と重なるんですかね
知代 遠近: おー！まさにグラレコ中‼︎
RYOTA FUJINO: 能動的に！って言われると、確かに行動だけ見てますもんね
RYOTA FUJINO: 子供たちが宿題をやっている姿を見て安心するけど、彼らが進んでやっているかイヤイヤやっているかはあまり関心持てない・・・みたいな
hiroaki ajisaka: なんのために「能動的」に動いてほしいかを伝えてる人は少ないよなー
Taro Yasuma: 内側にやってくる、というのは分かりやすい。私は、なっちゃうという呼び方をしてます。
RYOTA FUJINO: いいものは表彰するけど、本当に表彰すべきは失敗とかチャレンジしている時にメンバーの内側で起こっていたことなんだな
amano satoshi: [そんなこと言うなら、お前やってみろとw
Atsuro NAKANO: willingnessみたいなところから行動するのがいいですよね
Hayahiko Okugawa: 子育てにおける中動態的なアプローチを意識するの、めっちゃ難しい気がします…
ken takayanagi: 親からの問いかけだと、面倒くさいで返されたので、関係性にもよりそうです。(^_^;)
ソフィー 米田美香子: 恋はするものではなく、落ちる者ですね
masaki nakamura: やってくるものというよい降りてくるもの？
和美 野口: 数字に現れる結果ばかり求められてしまうとなかなか難しい。。。
amano satoshi: 対話しながら火をつけてあげる、針を刺す
Atsuro NAKANO: 理由なんてないけど、みたいなのが究極なのかも
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Nozomi Kitagawa: だから　感動って 英語だと MOVEDなんですね！
CULTIBASE: チャットはぜひ、宛先を「全員」にしてお送りください＾＾
masaki nakamura: 怒りって中動態しかないような気がする。湧いて出てくるもの。
賢一 加来: やってくるもの、であるからこそ、外部とのインタラクションが大事になるのですね

真哉 高橋:
上司としては自分勝手にやるんじゃ無く空気読んでやって欲しいとでしょうね。だから能動的にやって欲しいという事なんですかね。ただ、
それだとパワーが無いんですよね。

Hayahiko Okugawa: 他動詞じゃなく自動詞って感じですよね

RYOTA FUJINO:
これ、うちの会社で「どうしたらアイデアがやってくるか」という話をしたらきっと「忙しすぎるとアイデアがやってこない」になって、経
営陣が困るってことになるなぁ・・・笑

hiroaki ajisaka: アウトプットのみを求めることがアイデアの表出を妨げるって感じかな
Hayahiko Okugawa: 自分がジャッジする側、ってことかー
Atsuro NAKANO: そういう状況の1つの状態が、心理的安全性がある、みたいなところかなー
amano satoshi: 兵士じゃだめだ
Taro Yasuma: どうやったら良いアイデアがやってくるのか？を問える環境がどうやったら用意できるのか？
真哉 高橋: それっぽい正解持ってこいとの気持ちなんですかね
hiroaki ajisaka: 自分で勝手に秩序を生み出しちゃうって感じですかね
Hayahiko Okugawa: 星座も自己組織化かな
amano satoshi: 細胞から成る身体だけでなく、アイデアもそうだと
Y N: 「思いがけず利他」みたいな感覚ですね

CULTIBASE:
気になるモノを描いて楽しむ 観察スケッチ | 檜垣万里子 
https://www.amazon.co.jp/dp/4798619183

amano satoshi: 宮城リョータの生い立ちにまなざしを向けると、全国制覇にこだわる意味が理解できる。
Hayahiko Okugawa: 読書も似たようなプロセスな気がします
知代 遠近: 今日唯一持っている本だ

CULTIBASE:
MAKE SPACE メイク・スペース スタンフォード大学dスクールが実践する創造性を最大化する「場」のつくり方 | スコット・ドーリー, ス
コット・ウィットフト, イトーキ オフィス総合研究所, 藤原朝子 
https://www.amazon.co.jp/dp/4484121263

hiroaki ajisaka: 内外への興味関心が土台にあると捉えると色々繋がるな

タカアキ シブヤ:
意味化という感覚 
自分の内側に意味を発見する瞬間、やってきたという感覚が生じるのかもしれない 
意味化しやすい状況づくり、はあるだろうな

ソフィー 米田美香子: 余白が必要なんですね
Hayahiko Okugawa: 行動によって気づきが伴うって感覚はイメージできるかもなあ
正裕 小井戸: 自分に到来するものに目を向けるって、世界に対する態度変更ですね。
晋一郎 林: 余裕を作るという意味では、お風呂やトイレでアイデアが思いつきやすいというのは、そういう状況が作られているのかもしれないな。
hiroaki ajisaka: 内側から発露する瞬間を見逃すな！って感じかなー
Hayahiko Okugawa: 作用反作用みたいに刺激を受けて反応するプロセスを見る感じかなあ
和美 野口: 「機会」をつくることが大事ですね。

知代 遠近:
イラッとしたときは、「なぜそう感じたんだろう？」って考える。 
あと、欲しいって思ったときは、いったん考えてみるようにしてる。 
それを他にもひろげるといいのかな？

Hayahiko Okugawa: 観察というキーワード、いいですね。刺さる。
Hayahiko Okugawa: 三者のおしゃべり聞きたい！w
伸明 高橋: WHY と WILL は思考停止の原因と考えています。
Yoshihito KUMAGAI: 対話型鑑賞の問いかけにも近いんですかね
Taro Yasuma: Whereで問う、私のチームも流行ってます！めちゃくちゃ良い問いです！
和美 野口: 「なぜなぜ分析」がアップデートされそう
田幡 祐斤: 「器としての自分」みたいな
amano satoshi: 誰しも、心に針を刺された場所がある
hiroaki ajisaka: where的な問いは面接でよく使うな
RYOTA FUJINO: 心に針を刺されるっていう言葉いいですね
ソフィー 米田美香子: なぜなぜ分析は客観的な状況だけを見ていきますもんね
N IMAI: 他者と自分を一緒に観察する　名言ですね
晋一郎 林: どこどこ分析に変えていくとよいですね。
masaki nakamura: 確かにWhyだと直球が自分に飛んでくる感じで返しにくいけど、Whereだと壁打ちしてる感覚に近い。
知代 遠近: どこどこ分析、覚えやすい♪
Hayahiko Okugawa: キャリアの話も似てる気がする
hiroaki ajisaka: 経験からくる「勘」なんかも大事ってことだよな。押し付けちゃいけないけど。
amano satoshi: 生命論で組織を運営する、壮大
RYOTA FUJINO: 「勘」も降りてくるものですもんね

タカアキ シブヤ:
私たち 
という言葉を使うとき、意外に当事者意識を持たずに使っている場合がある 
中動態のなかで当事者意識に対する距離・バランスはポイントになりそう

正裕 小井戸: 私たちっていう言葉がわたしにどのように到来しているのかを内省していくと何か見えそう。
Hayahiko Okugawa: クラシコムさんみたいな世界観への参画ですよね、例えば
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hiroaki ajisaka: 本来の意味での批判的思考って中動態の入り口だったりするんじゃないか...
masaki nakamura: 私たちの中で自己組織化されて共通するものって価値観とかバリューみたいなもの？
RYOTA FUJINO: この「私たち」の姿をトップダウンで規定してしまうところにファクトリー型組織の問題点があるような気がするな
amano satoshi: 自らのナラティブと接合させる
RYOTA FUJINO: MVVはフレームワークではなく触媒
Hayahiko Okugawa: 振り返り刷新し続けることが大事なんだろうなあ
masaki nakamura: FUJINOさん　経営主導のMVVには危うさいっぱいですね。
N IMAI: でもやっぱり、わたしたちと彼らのはざまに、ちゅうどうてきなまなざしだけでは、何か・・ちょっとむずかしいです。
ソフィー 米田美香子: 心が動いてしまう　その状態を観察してみることですね
Taro Yasuma: もっと深ぼって詳しく聞いてみたい回でした

RYOTA FUJINO:
最近だと自分の過去の体験を振り返るとか、マイパーパスを探そうみたいなのが流行り始めているのは「私」はどこから来たのか？というの
に向き合うブームが来始めているのかも

和美 野口: もっと深掘りしたい衝動が芽生えましたね。
Atsuro NAKANO: このチャットログ、宝の山！
ソフィー 米田美香子: 澤田さん！
知代 遠近: 意味わかんないくらいw
N IMAI: ｗｗｗたしかに・・・
Hayahiko Okugawa: 意味わかんないくらいw

正裕 小井戸: 中原先生にプロレスを仕掛けるやつ😅

masaki nakamura: 中原先生への果たし状書籍！
hiroaki ajisaka: 中原先生乱入しないかな...
amano satoshi: 周りに火をつけるトップ
知代 遠近: 煽り芸w
RYOTA FUJINO: 煽りの作法

CULTIBASE:

▼ラーニングパスを視聴してみる 
https://www.cultibase.jp/learningpath 
▼ラーニングパスの楽しみ方を確認する 
https://www.cultibase.jp/how-to-enjoy#learningpath

田幡 祐斤: ブリコラージュも是非！

CULTIBASE:
▼本日のリフレクションシートはこちら 
https://forms.gle/h2BwerduYncDH4cS7

Hayahiko Okugawa: ひまりん読み直そう…
和美 野口: 怒涛でしたね笑 お疲れさまでした。

ソフィー 米田美香子: 👏👏👏👏👏

Nozomi Kitagawa: 👏👏👏👏👏

田幡 祐斤: 「どうだったか」の前に「すごい」の印象が勝つ
正裕 小井戸: とても面白かったです！もっと聞いていたかったですね。

Y N: 👏👏👏👏👏👏

和美 野口: つくづく、人間ってめんどくさいけど愛らしい存在だと思いました笑
Atsuro NAKANO: いろんなものがつながりました。ありがとうございました！
Nozomi Kitagawa: 土曜の朝じゃなくて 金曜の夜 お酒飲みながら face to faceで 小田さんにDJみたいに話していただいてみたい
知代 遠近: ありがとうございました！続きを楽しみに待っております♪
ソフィー 米田美香子: 三人の夜のお話をラジオにしてほしいですね
田幡 祐斤: ねーーー

Nozomi Kitagawa:
脳が活性化されました 
ありがとうございました

yasuhiro muraji: おもしろかったです！ワーク等で実践して学びにしてみたいと思いました。
田幡 祐斤: Twitterスペースとかでやりましょう
晋一郎 林: ライブ一本ならではの活気みたいなものを感じました。

CULTIBASE:
本日もご参加いただきありがとうございました！！本回の感想も、ぜひリフレクションシートやハッシュタグ#CULTIBASELabでお寄せく
ださい＾＾

Atsuro NAKANO: 60分一本勝負
Taro Yasuma: おおおおお
Hayahiko Okugawa: こういう思考系テーマは田幡さんのまぜっ返しが欲しくなります！w
Hayahiko Okugawa: おおおーーー
amano satoshi: 手中でいいのだと、楽にやれと。
hiroaki ajisaka: お疲れさまでした！刺激されました！
和美 野口: 楽しかったです！ありがとうございました！
masaki nakamura: ありがとうございました。
田幡 祐斤: おつかれさま！！！！！
CULTIBASE: 本日はご参加、誠にありがとうございました！！
Hayahiko Okugawa: ありがとうございました！
晋一郎 林: ありがとうございました！
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Nozomi Kitagawa: ありがとうございました
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